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第１章 調査概要           

１．調査の背景 

■介護保険は、介護サービス利用に関する国民の権利を普遍的に保障する全国的な制度であ

り、要介護認定（要支援認定を含む。以下同じ。）は全国どこで申請しても統一された基準

に基づいて審査されることが基本原則となっている。 

■しかし自治体によっては、認定調査の基本調査において適切でない選択が行なわれていたり、

特記事項の記載内容の不備によって審査判定が困難になっていたり、さらには介護認定審査

会の審査判定手順が適切でなかったり、といった問題も散見されている。 

■このような状況のもと、介護保険部会（※）においても「認定調査の均てん化をさらに進める」

「認定調査委員の質の確保に留意する必要がある」との指摘があり認定調査員に対する指導

と質の向上は喫緊の課題となっている。 

※介護保険部会「介護保険制度の見直しに関する意見」（令和元年12月27日） 

■現在認定調査員は、都道府県または政令指定都市が行う認定調査員研修を修了すること

で認定調査実務に携わることができるが、市町村においても認定調査員の経験等に応じて必

要な指導を行っているケースもある。 

■また令和２年度からは、指定市町村事務受託法人において、介護支援専門員以外の者も

認定調査を行えるようになることから、特に「認定調査員初任者」への指導をこれまで以上に

充実させ、全国における公平・公正かつ適切な認定調査を推進していくことが必要とされてい

る。 

 

２．調査の目的 

■そこで本調査研究においては、全国における公平・公正かつ適正な認定調査を推進するため

に、特に認定調査員初任者が早期に一定水準の調査が行えるようになるためのツールを開発

し、あわせて個々の認定調査員初任者がスキルアップすべき事項が分かるような評価ツールも

開発することを目的として実施した。 

 

  



2 

第２章 認定調査の基本的な考え方       

１．介護保険制度における認定調査の重要性 

■要介護認定は、一次判定ソフトによる判定から、介護認定審査会における認定まで、原則と

して、要介護認定等基準時間と呼ばれる介護の手間の判断によって審査が行われるものであ

る。 

■最初の段階となる一次判定では、認定調査における基本調査74項目の結果から、要介護

認定等基準時間や中間評価項目の得点を算出し、さらに当該高齢者（申請者）における

要介護度の結果が示される。 

■この申請者の状態を把握するための調査項目については、「能力」、「介助の方法」、「障害や

現象（行動）の有無」といった3つの評価軸が、そして全ての調査項目には、このうちいずれか

の評価軸にそった選択基準が設けられている。またこの選択の基準については、観察・聞き取り

に基づく客観的なものであることが明示されており、その選択基準は「認定調査員テキスト

2009改訂版」に示されている。 

 

 能 力 介助の方法 有 無 

主な 

調査項目 

身体の能力 

（第1群を中心に10項目） 

認知の能力 

（第3群を中心に8項目） 

生活機能 

（第2群を中心に12項目） 

社会生活への適応 

（第5群を中心に4項目） 

麻痺等・拘縮 

（第1群の9部位） 

BPSD関連 

（第4群を中心に18項目） 

選択肢の 

特徴 

「できる」「できない」の表現が含

まれる 

「介助」の 

表現が含まれる 

「ない」「ある」 

の表現が含まれる 

基本調査の 

選択基準 

試行による 

本人の能力の評価 

介護者の介助状況 

（適切な介助） 

行動の発生頻度 

に基づき選択(BPSD)※ 

特記事項 

日頃の状況 

選択根拠・試行結果 

（特に判断に迷う場合） 

介護の手間と頻度 

（介助の量を把握できる記述） 

介護の手間と頻度 

(BPSD)※ 

留意点 

実際に行ってもらった状況と日

頃の状況が異なる場合 

「日頃の状況」の意味にも留意

する 

「実際に行われている介助が不

適切な場合」 

選択と特記事項の基準が異な

る点に留意 

定義以外で手間のかかる類似

の行動等がある場合 

(BPSD)※ 
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■要介護認定を行う介護認定審査会に提出される情報としては、認定調査結果と主治医意

見書とがある。つまり認定調査員は介護認定審査会に対して、実際に申請者を目の当たりに

して審査に必要な情報を提供する立場にある。 

■このように認定調査の結果が要介護認定の最も基本的な資料であることから、認定調査は全

国一律の方法によって、公平公正で客観的かつ正確に行われる必要がある。さらに、認定調

査員は、調査対象者の介護の手間を適正に評価し、必要に応じて、特記事項に調査対象

者の介護の手間を理解する上で必要な情報をわかりやすく記載する必要がある。 

■そこで認定調査員に対しては、要介護認定（含、要支援認定）における公平・公正かつ適

切な認定調査を実施するために必要な知識、技能を修得及び向上させることを目的とした研

修を受講することが求められている（実施主体は都道府県及び政令指定都市）。 

■なおその研修において特に新たに認定調査に従事する者および認定調査に従事することが予

定される者に対しては、下記の項目を内容とした研修が求められている。 

 

(1)要介護認定等に関する基本的な考え方 

要介護認定等に関する手続きの一連の流れ、要介護認定等基準の基本的な考え方、要

介護認定等基準時間の設定方法、一次判定の基本的考え方、二次判定の方法とその基

本的考え方等について講義方式によって実施する。 

 

(2)認定調査の実施方法 

認定調査に関する総括的な留意事項及び調査方法、個別項目に関する定義、調査上の

留意点及び選択肢の判断基準、認定調査票の記入方法等について講義方式によって実

施する。 

 

(3)事例検討 

以下の事項等について検討会方式により実施する。 

・調査結果を記載する際に判断に迷った場合の記載の仕方 

・特記事項の適切、不適切な記載の仕方 

・同一の高齢者について複数の認定調査員が実施した調査結果の比較 

 

 

  



4 

２．３つの評価軸について 

（１）能力の項目 

①基本的な考え方 

■能力の項目の特徴は大きく２つに分かれている。１つは身体の能力、もう１つは認知の能力

である。調査項目としては主に１群と３群の調査項目にあり、選択肢に「できる」「できない」と

いう表現が含まれていれば基本的には能力の項目である（ただし「視力」と「聴力」は例外であ

る）。 

 

 
 

■調査においては「試行」を前提としている（ただし、えん下など一部に例外あり）。「試行」して

もらった上で、日頃の状況を聞き取り、それらの情報を基づいて選択することとなる。 

 

 

  

【身体の能力に関する項目】（10項目） 

1-3寝返り  1-4起き上がり  1-5座位保持  1-6両足での立位保持 

1-7歩行   1-8立ち上がり  1-9片足での立位 

1-12視力  1-13聴力  2-3えん下 

 

【認知の能力に関する項目】（8項目） 

3-1意思の伝達  3-2毎日の日課を理解  3-3生年月日をいう 

3-4短期記憶   3-5自分の名前をいう  3-6今の季節を理解 

3-7場所の理解  5-3日常の意思決定 

 

下記は「有無」の項目に属するが、調査方法は「能力」の項目と同様である 

1-1麻痺   1-2拘縮 
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②留意事項 

■選択の基本は「試行」であることから、安全確保を第一とし、可能な限り「認定調査員テキスト

2009改訂版」に示されている環境や方法で試行することが必要である。例えば、「【歩行】を

足場の悪い場所で試行していないか」、「【寝返り】を、つかむものがない場所で試行していない

か」、「【立ち上がり】を下肢が完全に机の下に入っている状態で試行していないか」等が確認の

ポイントとなる。なお、選択の判断に迷う場合は、特記事項に記載することが必要である。 

■なお、特記事項のポイントは「日頃の状況」の聞き取りである。その際、日頃の状況とは日頃の

「確認動作」の可否であることに留意する必要がある。 

 

（２）介助の方法の項目 

①基本的な考え方 

■「第2群」「第5群」を中心に、生活上の具体的な行為について、「実際に行われている介助」、

または「適切な介助」を評価するものである。「介助されていない（必要ない）」「介助がされて

いる（必要である）」の軸で評価するものであり、選択肢に「介助」という表現が含まれていれ

ば介助の方法の項目である。 

 

 

 

  

【第１群】 

1-10洗身  1-11つめ切り 

 

【第２群】 

2-1移乗    2-2移動  2-4食事摂取  2-5排尿  2-6排便 

2-7口腔清潔  2-8洗顔  2-9整髪    2-10上衣の着脱 

2-11ズボン等の着脱 

 

【第５群】 

5-1薬の内服  5-2金銭の管理  5-5買い物  5-6簡単な調理 
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■介助の方法の項目は、最初に実際の介助の状態を聞き取ることとなる。ただし、介護者がいな

いケースや日中独居というケースもあり、介護者の有無が介護状況に影響している場合もある

ので、そのような場合には基本的に実際の介助の状況、より頻回な状況（生活の中で実際に

介助されているのはどちらが多いか）で選択することとなる。 

 

 

 

②留意事項 

■前述の通り、介助の方法の項目では「より頻回な状況で選択する」ことが大切である。さらに要

介護者の介護状況は多様であるため、日常生活における場面毎の介助の状況を特記事項

に記述することも重要である（頻回な状態で選択した場合は、必ず、「一次判定で評価しき

れない介助」が存在することになるため）。 

■また「実際の介助の方法」が不適切な場合もある。例えば「独居や日中独居等による介護者

不在のために適切な介助が提供されていない場合」、「介護放棄、介護抵抗のために適切な

介助が提供されていない場合」「介護者の心身の状態から介助が提供できない場合」、「介護

者による介助が、むしろ本人の自立を阻害しているような場合」等が考えられる。そのような場

合は、介助の適正性を総合的に判断する、そして「不適切」とした場合はその理由を特記事

項に記載する等が必要となる。 
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（３）有無の項目 

①基本的な考え方 

■有無の項目は「麻痺・拘縮」と「BPSD関連」の2種類に分類される。ＢＰＳＤの有無18項

目のうちの大半は４群にあり、選択肢に「ある」「ない」という表現が含まれていれば基本的には

有無の項目である（ただし「外出の頻度」は例外である）。３群の認知機能との違いは、試

行できるものか否かである。 

 

 

 

  

【第１群】 

1-1麻痺  1-2拘縮 

 

【第２群】 

2-12外出頻度 

 

【第３群】 

3-8徘徊  3-9外出して戻れない 

 

【第４群】 

4-1被害的      4-2作話  4-3感情が不安定   4-4昼夜逆転 

4-5同じ話をする   4-6大声を出す    4-7介護に抵抗 

4-8落ち着きなし   4-9一人で出たがる  4-10収集癖 

4-11物や衣類を壊す 4-12ひどい物忘れ   4-13独り言・独り笑い 

4-14自分勝手に行動する  4-15 話がまとまらない 

 

【第５群】 

5-4集団への不適応 

 

【特別な医療】 
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■有無の項目のうち、麻痺等と拘縮は能力の項目と判断基準が同じであるが、ＢＰＳＤ関連

の項目については、介護の手間があるかどうか、日常生活上の支障があるかどうか、ではなく、

定義された行動が発生しているかどうかで評価をする。 

 

 

 

 

 

  



9 

②留意事項 

■有無の項目のうち、ＢＰＳＤ関連の項目について注意すべき点は、「選択基準」と「特記事

項」の視点は異なるということである。選択基準はあくまでも定義にされた行動の有無とその頻

度（ある・ときどきある）が基本となるが、特記事項には介護の手間の具体的な内容とその頻

度を記載する必要がある。この特記事項が、審査会における委員のイメージの共通化には必

要となる。 

■またＢＰＳＤ関連の項目については、判断が難しいケースも少なくない。例えば「幻視・幻聴」

と「作話」の違いや、認知症か他の精神疾患によるものかの判断は難しい。最終的には「介護

の手間」が重要であることから、特記事項の記載が重要となる。 

■さらに、「同じ作り話を大声でずっと繰り返す」といったケース等、申請者に観察された特定の行

動が複数の調査項目に該当することもあるが、このように複数に該当するすべての項目を選択

することとなる。 
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第３章 認定調査員の理解度                 

１．e-ラーニングシステムの概要 

■厚生労働省が実施している「要介護認定適正化事業」において、認定調査員向けのe-ラー

ニングが運用されている。これは平成22年度より運用されているシステムで、認定調査員一人

ひとりが、時間や場所を任意に選択して全国共通の標準化された教材等を利用して、要介護

認定調査に関する学習ができるものである。 

■認定調査員は、自治体から通知されたアカウントを利用し、本システムにログインすることで、自

由にeラーニングを進めることができるようになる。すべての受講者は本システムを利用する上で

最初に全国テストを受講する必要がある。「全国テスト」受講後は、「教材」「問題集」を必要

性や関心をふまえて学習することができる。教材や問題集は分野ごとに分割されているほか、

初学者問題、弱点問題、重点問題など、各自の課題に即した学習ができる機能を設けてい

る。 

 

全国テスト 

認定調査員の認定調査に関する基礎的な理解を確認するために、全国共通

の設問（30 問）による全国テストを実施している。教材、問題集を受講する

ためには全国テストを必ず、受講する必要がある。 

教材 認定調査の基礎的な考え方を学習できるように、6教材を配信している。 

問題集 
調査能力の底上げを図るために、160 問（４分野で各 40 問）の問題集と

して配信している。 

 

２．「全国テスト」の結果概要 

■前述の通り、e-ラーニングシステムにおいては、認定調査員テキスト・介護認定審査会委員テ

キストなどをもとに、基礎的な認定調査に関する理解を確認するための「全国テスト」が実施さ

れている。この「全国テストは」は30問あり、「基本的な考え方」に関する設問、「能力」の項目

に関する設問、「介助の方法」に関する設問、「有無」の項目に関する設問がバランスよく設定

されている。 

■ここでは、「令和元年度 要介護認定適正化事業報告書」に掲載されている、e-ラーニングシ

ステムにおける「全国テスト10」（令和元年度に実施されたテスト）の結果について概観して

いく。 
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（１）全体の正答率 

■「全国テスト10」全体の正答率は71.2％であった。分野別の正答率は、大きな違いはみられ

なかった。 

 

 全体 
基本的な 

考え方 
能力 

介助の 

方法 
有無 

全国テスト 10 71.2% 72.4% 71.0% 72.2% 68.8% 

（参考）全国テスト 9 73.5% 75.0% 76.8% 74.4% 67.3% 

 

■また全体の正答率の分布をみると、「60%未満」が27.2%で最も多く、次いで「90％以上」

が23.3％であり、受講者により理解度の違いがみられた。 

 

 
90％ 

以上 
80％台 70％台 60％台 

60％ 

未満 

全国テスト 10 23.3% 17.5% 16.0% 16.0% 27.2% 

（参考）全国テスト 9 21.6% 19.8% 21.3% 17.7% 19.6% 

 

■さらに正答率が70％を下回った設問をみると、正答率が70％以下の設問は14問で、分野別

でみると、「基本的な考え方」が3問、「能力」が4問、「介助の方法」が2問、「有無」が5問であ

った。 

 

問題文 正答率 

【1-1 麻痺等の有無】右下肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを選

択しますか。 
56.8% 

【有無（過去14日間にうけた特別な医療）】特別な医療について、正しいのはどれですか。 57.2% 

【2-1 移乗】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。本人に移乗の身体能力があるにも関

わらず、介助が行われている場合は、「常に」不適切な状況と判断して適切な介助の方法を選択する。 
61.1% 

【有無（BPSD 関連）】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。BPSD 関連の基本調査項目の

選択肢の選択では、行動が発生しているかどうかで選択し、介護の手間が発生しているかどうかでは選択しない。 
61.2% 

【1-4 起き上がり】福祉用具（補装具や介護用品等）や器具類を使用している場合の評

価について、誤っているものはどれですか。 
61.6% 

【1-6 両足での立位保持】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。調査時には、平らな床の上で

立位を 10秒間程度何にもつかまらないで保持できたが、家族の話では、日頃はできないことが多い。 
61.7% 

【4-12 ひどい物忘れ】「ひどい物忘れ」の基本調査の選択基準について、誤っているのはどれ

ですか。 
61.9% 

【1-7歩行】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。訪問時の玄関までの出迎えに

より、歩行動作が確認できたため、試行は行わなかった。 
63.4% 
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問題文 正答率 

【1-10 洗身】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。自分で洗身を行っている

が、介護者による見守りが行われている。（ただし、不適切な状況にはないものとします。） 
63.4% 

【2-12外出頻度】外出頻度の基本調査項目の選択で、評価するものはどれですか。 63.7% 

【要介護認定の基本設計】一次判定の確定（基本調査項目の選択の確定等）は、誰ま

たはどの機関の役割ですか。 
65.5% 

【4-9 一人で出たがる】下肢筋力の低下が進んで歩行できない場合の選択について、正しい

ものはどれですか。 
66.7% 

【過去 14 日間にうけた特別な医療（レスピレーター（人工呼吸器）】「レスピレーター（人

工呼吸器）の有無」の評価について、正しいものはどれですか。 
67.2% 

【5-3 日常の意思決定】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。日常生活状況のもとでも、意思

決定がほとんどできないが、見たいテレビ番組やその日の献立に関する意思決定をすることがある。 
67.8% 

（２）回答者の属性別の正答率 

■「全国テスト10」の結果を個人の属性別でみると、性別では「女性」の方が正答率が高く、年

齢別では大きな違いがみられなかった。所属別では「市町村・広域連合」「事務受託法人」の

正答率が高く、「居宅介護支援事業者」「地域包括支援センター」「介護保険施設」の正答

率は低かった。基礎資格別では、「ホームヘルパー」「保健師」「看護師・准看護師」の正答率

がやや高いが、大きな違いはみられなかった。また、認定調査の経験年数が少ない人や、1か

月あたりの平均調査件数が少ない人、認定調査員テキストを「読んでいない」人の正答率が

低かった。 

 

 全体 
基本的な 

考え方 
能力 

介助の 

方法 
有無 

全体 71.2% 72.4% 71.0% 72.2% 68.8% 

性
別 

男性 62.6% 63.6% 63.0% 65.4% 58.2% 

女性 72.7% 74.0% 72.4% 73.4% 70.7% 

年
齢 

20歳代 71.6% 75.4% 69.8% 73.0% 67.1% 

30歳代 69.7% 69.0% 70.2% 72.7% 67.0% 

40歳代 69.2% 70.2% 69.2% 70.3% 66.9% 

50歳代 72.6% 74.2% 72.0% 73.3% 70.6% 

60歳以上 72.4% 74.2% 72.3% 72.7% 69.8% 

所
属 

市町村・広域連合 79.0% 80.2% 78.1% 79.1% 78.1% 

事務受託法人 77.7% 78.9% 75.6% 78.0% 77.9% 

居宅介護支援事業者 61.3% 62.4% 62.4% 63.2% 56.7% 

地域包括支援センター 57.8% 56.9% 58.5% 61.7% 54.0% 

介護保険施設 58.6% 61.1% 59.0% 61.8% 52.0% 

その他 75.7% 78.5% 73.7% 75.8% 73.7% 
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 全体 
基本的な 

考え方 
能力 

介助の 

方法 
有無 

主
た
る
基
礎
資
格 

介護支援専門員 69.6% 70.8% 69.8% 70.8% 66.9% 

介護福祉士 71.6% 72.6% 71.3% 72.8% 69.2% 

ホームヘルパー 79.1% 80.5% 78.6% 80.3% 76.8% 

保健師 75.7% 78.7% 74.7% 75.1% 73.6% 

看護師・准看護師 78.1% 79.2% 76.7% 77.6% 78.6% 

社会福祉士 70.8% 71.7% 69.8% 74.0% 67.5% 

その他 71.8% 72.2% 71.3% 73.4% 70.2% 

特にない 71.4% 74.2% 70.5% 72.2% 68.2% 

経
験
年
数 

経験無し 67.2% 71.9% 64.8% 67.8% 62.9% 

1年未満 63.2% 62.7% 62.2% 67.1% 60.8% 

1年以上 2年未満 66.6% 67.2% 67.2% 68.1% 63.9% 

2年以上 4年未満 68.6% 68.3% 70.2% 69.6% 66.4% 

4年以上 6年未満 71.0% 71.4% 71.4% 71.9% 68.9% 

6年以上 8年未満 73.4% 73.9% 73.4% 74.5% 71.6% 

8年以上 75.9% 78.4% 75.0% 76.0% 73.6% 

月
間
平
均
調
査
件
数 

0～1件 64.8% 67.5% 64.1% 66.4% 60.5% 

2～5件 64.0% 65.1% 64.6% 65.9% 59.9% 

6～10件 69.1% 69.7% 69.6% 69.7% 67.2% 

11～20件 77.5% 78.1% 77.6% 77.8% 76.4% 

21～30件 78.9% 80.4% 78.3% 79.3% 77.2% 

31件以上 80.0% 80.5% 79.0% 80.0% 80.3% 

調
査
員 

テ
キ
ス
ト 

よく読んだ 78.7% 80.2% 77.9% 79.4% 76.8% 

おおよそ読んだ 68.3% 69.2% 68.6% 69.4% 65.8% 

読んでいない 57.1% 60.4% 55.2% 58.5% 53.2% 
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■また「経験年数」「月間平均調査件数」「調査員テキスト（を読んでいるか）」別に得点分布

をみると、「経験年数」が長い人の方が、「月間平均調査件数」が多い人の方が、「調査員テ

キスト（を読んでいるか）」をよく読んでいる人の方が正答率が高かった。 

 

 
90％ 

以上 
80％台 70％台 60％台 

60％ 

未満 

全体 23.3% 17.5% 16.0% 16.0% 27.2% 

経
験
年
数 

経験無し 15.6% 15.6% 15.6% 20.8% 32.5% 

1年未満 9.9% 12.9% 16.5% 18.9% 41.8% 

1年以上 2年未満 13.0% 16.9% 16.7% 17.9% 35.5% 

2年以上 4年未満 18.1% 16.1% 16.6% 17.3% 31.9% 

4年以上 6年未満 23.5% 17.6% 15.9% 15.0% 27.9% 

6年以上 8年未満 26.9% 19.6% 15.9% 15.8% 21.8% 

8年以上 32.3% 19.3% 15.5% 13.7% 19.3% 

月
間
平
均
調
査
件
数 

0～1件 14.5% 13.0% 15.5% 17.2% 39.8% 

2～5件 10.9% 13.7% 15.7% 19.2% 40.5% 

6～10件 20.4% 15.3% 14.3% 20.1% 29.9% 

11～20件 33.0% 19.9% 18.4% 13.9% 14.8% 

21～30件 34.7% 22.0% 17.4% 13.7% 12.1% 

31件以上 37.7% 23.3% 15.7% 12.0% 11.3% 

調
査
員 

テ
キ
ス
ト 

よく読んだ 36.6% 21.1% 15.2% 12.5% 14.7% 

おおよそ読んだ 17.4% 16.6% 16.7% 17.8% 31.6% 

読んでいない 6.1% 5.8% 13.5% 18.0% 56.5% 

 

 

（３）経験年数別の正答率 

■次の表は、経験年数別に「全国テスト10」の個別の設問の正答率と、正答率の平均との乖離

を示したものである。 
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合計 経験無し 1年未満 1年以上

2年未満

2年以上

4年未満

4年以上

6年未満

6年以上

8年未満

8年以上 無回答

設問

6542 418 677 563 954 941 715 2274 0

4283 294 375 330 588 592 493 1611 0

65.5 70.3 55.4 58.6 61.6 62.9 69.0 70.8 0.0

5271 350 507 428 746 745 581 1914 0

80.6 83.7 74.9 76.0 78.2 79.2 81.3 84.2 0.0

4587 315 417 371 626 638 514 1706 0

70.1 75.4 61.6 65.9 65.6 67.8 71.9 75.0 0.0

5732 358 534 474 804 825 639 2098 0

87.6 85.6 78.9 84.2 84.3 87.7 89.4 92.3 0.0

4677 314 390 376 624 656 536 1781 0

71.5 75.1 57.6 66.8 65.4 69.7 75.0 78.3 0.0

4640 277 373 350 620 679 526 1815 0

70.9 66.3 55.1 62.2 65.0 72.2 73.6 79.8 0.0

5714 316 556 492 821 830 630 2069 0

87.3 75.6 82.1 87.4 86.1 88.2 88.1 91.0 0.0

4002 265 327 295 523 564 432 1596 0

61.2 63.4 48.3 52.4 54.8 59.9 60.4 70.2 0.0

3745 217 343 291 509 522 407 1456 0

57.2 51.9 50.7 51.7 53.4 55.5 56.9 64.0 0.0

4033 248 358 325 572 539 465 1526 0

61.6 59.3 52.9 57.7 60.0 57.3 65.0 67.1 0.0

4039 267 352 331 586 585 449 1469 0

61.7 63.9 52.0 58.8 61.4 62.2 62.8 64.6 0.0

5186 299 456 411 751 755 585 1929 0

79.3 71.5 67.4 73.0 78.7 80.2 81.8 84.8 0.0

4145 249 412 357 614 598 454 1461 0

63.4 59.6 60.9 63.4 64.4 63.5 63.5 64.2 0.0

4638 256 393 356 649 685 530 1769 0

70.9 61.2 58.1 63.2 68.0 72.8 74.1 77.8 0.0

6025 333 597 527 884 881 669 2134 0

92.1 79.7 88.2 93.6 92.7 93.6 93.6 93.8 0.0

【1-6両足での立位保持】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。調査時には、平らな床の上で立位を10秒間程

度何にもつかまらないで保持できたが、家族の話では、日頃はできないことが多い。

【1-7歩行】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。両足を切断しており、立位がとれないが、屋内移動は両手で行

うことができる。

【1-7歩行】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。訪問時の玄関までの出迎えにより、歩行動作が確認できたた

め、試行は行わなかった。

【2-3えん下】「見守り等」の選択基準として、正しいのはどれですか。

【3-4短期記憶】面接調査の直前に何をしていたか思い出すことの確認が難しい場合に行う、「ペン」「時計」「視力確認表」を

使った短期記憶の確認について、適切なものはどれですか。

【介助の方法】（　）に当てはまる言葉を選んでください。介助されていない状態や実際に行われている介助が、対象者にとって

不適切であるとの判断を一次判定で修正・確定するのは、（　　）の役割である。

【有無（BPSD関連）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。BPSD関連の基本調査項目では、（　　）が発生している

かどうかで選択する。

【有無（BPSD関連）】BPSD関連項目の基本調査では、概ねどの程度の期間の状況を調査対象としますか。

【有無（BPSD関連）】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。BPSD関連の基本調査項目の選択肢の選択で

は、行動が発生しているかどうかで選択し、介護の手間が発生しているかどうかでは選択しない。

【有無（過去14日間にうけた特別な医療）】特別な医療について、正しいのはどれですか。

【1-4起き上がり】福祉用具（補装具や介護用品等）や器具類を使用している場合の評価について、誤っているものはどれで

すか。

経験年数別の正答率①

認定調査の経験年数

【要介護認定の基本設計】一次判定の確定（基本調査項目の選択の確定等）は、誰またはどの機関の役割ですか。

【要介護認定の基本設計】各基本調査項目の定義にうまく当てはまらないなど判断に迷う際の基本調査の選択としてもっとも

適切なのはどれですか。

【要介護認定の基本設計】認定調査票の特記事項は、どのような時に利用されますか。

【能力】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。能力で評価する基本調査項目は、日常生活上の支障があるかどう

かで選択する。
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合計 経験無し 1年未満 1年以上

2年未満

2年以上

4年未満

4年以上

6年未満

6年以上

8年未満

8年以上 無回答

4438 245 382 341 629 660 524 1657 0

67.8 58.6 56.4 60.6 65.9 70.1 73.3 72.9 0.0

4149 247 388 310 565 574 467 1598 0

63.4 59.1 57.3 55.1 59.2 61.0 65.3 70.3 0.0

3999 241 346 324 575 593 461 1459 0

61.1 57.7 51.1 57.5 60.3 63.0 64.5 64.2 0.0

5218 297 503 433 745 768 589 1883 0

79.8 71.1 74.3 76.9 78.1 81.6 82.4 82.8 0.0

5231 309 516 410 732 753 595 1916 0

80.0 73.9 76.2 72.8 76.7 80.0 83.2 84.3 0.0

4748 278 469 399 660 661 536 1745 0

72.6 66.5 69.3 70.9 69.2 70.2 75.0 76.7 0.0

4849 295 494 411 698 705 535 1711 0

74.1 70.6 73.0 73.0 73.2 74.9 74.8 75.2 0.0

4872 316 462 397 676 685 544 1792 0

74.5 75.6 68.2 70.5 70.9 72.8 76.1 78.8 0.0

3717 211 256 280 508 544 440 1478 0

56.8 50.5 37.8 49.7 53.2 57.8 61.5 65.0 0.0

4169 225 401 361 623 612 471 1476 0

63.7 53.8 59.2 64.1 65.3 65.0 65.9 64.9 0.0

5259 325 529 433 766 763 578 1865 0

80.4 77.8 78.1 76.9 80.3 81.1 80.8 82.0 0.0

4365 260 376 326 583 627 495 1698 0

66.7 62.2 55.5 57.9 61.1 66.6 69.2 74.7 0.0

4048 230 348 305 547 566 477 1575 0

61.9 55.0 51.4 54.2 57.3 60.1 66.7 69.3 0.0

4396 254 424 353 605 623 497 1640 0

67.2 60.8 62.6 62.7 63.4 66.2 69.5 72.1 0.0

5562 334 548 459 805 806 624 1986 0

85.0 79.9 80.9 81.5 84.4 85.7 87.3 87.3 0.0

【過去14日間にうけた特別な医療（レスピレーター（人工呼吸器）】「レスピレーター（人工呼吸器）の有無」の評価につい

て、正しいものはどれですか。

【過去14日間にうけた特別な医療（モニター測定）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。血圧、心拍、心電図、呼吸

数、酸素飽和度の（　　）について、24時間にわたってモニターを体につけた状態で継続的に測定されているかを評価する。

経験年数別の正答率②

認定調査の経験年数

【5-6簡単な調理】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。「炊飯」「弁当、レトルト食品、冷凍食品の加熱」「即

席めんの調理」のうち、対象者に実際に発生している行為が「炊飯」のみであり、その行為すべてに介助が行われている。（ただ

し、不適切な状況にはないものとします。）

【1-1麻痺等の有無】右下肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを選択しますか。

【2-12外出頻度】外出頻度の基本調査項目の選択で、評価するものはどれですか。

【4-6大声を出す】「大声を出す」の特記事項の記載について、最も重要なものはどれですか。

【4-9一人で出たがる】下肢筋力の低下が進んで歩行できない場合の選択について、正しいものはどれですか。

【4-12ひどい物忘れ】「ひどい物忘れ」の基本調査の選択基準について、誤っているのはどれですか。

【1-10洗身】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。自分で洗身を行っているが、介護者による見守りが行われてい

る。（ただし、不適切な状況にはないものとします。）

【2-1移乗】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。本人に移乗の身体能力があるにも関わらず、介助が行われてい

る場合は、「常に」不適切な状況と判断して適切な介助の方法を選択する。

【2-2移動】「移動」について、正しいのはどれですか。

【2-5排尿】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。トイレへの移動、トイレ内での行為には、見守りも介助も行われ

ていないものの、認知症のためトイレに行くタイミングを自分で把握できないことがあるため、定時の声かけを行っている。（ただし、

不適切な状況にはないものとします。）

【2-7口腔清潔】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。介護者が磨き残しの確認のみ行っている。（ただし、不適

切な状況にはないものとします。）

【5-2金銭の管理】手元に現金等を所持していない場合の考え方について、正しいものはどれですか。（ただし、不適切な状況

にはないものとします。）

【5-3日常の意思決定】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。日常生活状況のもとでも、意思決定がほとんどでき

ないが、見たいテレビ番組やその日の献立に関する意思決定をすることがある。
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合計 経験無し 1年未満 1年以上

2年未満

2年以上

4年未満

4年以上

6年未満

6年以上

8年未満

8年以上 無回答

4283

65.5 4.9 -10.1 -6.9 -3.8 -2.6 3.5 5.4 0.0

5271

80.6 3.2 -5.7 -4.6 -2.4 -1.4 0.7 3.6 0.0

4587

70.1 5.2 -8.5 -4.2 -4.5 -2.3 1.8 4.9 0.0

5732

87.6 -2.0 -8.7 -3.4 -3.3 0.1 1.8 4.6 0.0

4677

71.5 3.6 -13.9 -4.7 -6.1 -1.8 3.5 6.8 0.0

4640

70.9 -4.7 -15.8 -8.8 -5.9 1.2 2.6 8.9 0.0

5714

87.3 -11.7 -5.2 0.0 -1.3 0.9 0.8 3.6 0.0

4002

61.2 2.2 -12.9 -8.8 -6.4 -1.2 -0.8 9.0 0.0

3745

57.2 -5.3 -6.6 -5.6 -3.9 -1.8 -0.3 6.8 0.0

4033

61.6 -2.3 -8.8 -3.9 -1.7 -4.4 3.4 5.5 0.0

4039

61.7 2.1 -9.7 -2.9 -0.3 0.4 1.1 2.9 0.0

5186

79.3 -7.7 -11.9 -6.3 -0.6 1.0 2.5 5.6 0.0

4145

63.4 -3.8 -2.5 0.1 1.0 0.2 0.1 0.9 0.0

4638

70.9 -9.7 -12.8 -7.7 -2.9 1.9 3.2 6.9 0.0

6025

92.1 -12.4 -3.9 1.5 0.6 1.5 1.5 1.7 0.0

【1-6両足での立位保持】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。調査時には、平らな床の上で立位を10秒間程

度何にもつかまらないで保持できたが、家族の話では、日頃はできないことが多い。

【1-7歩行】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。両足を切断しており、立位がとれないが、屋内移動は両手で行

うことができる。

【1-7歩行】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。訪問時の玄関までの出迎えにより、歩行動作が確認できたた

め、試行は行わなかった。

【2-3えん下】「見守り等」の選択基準として、正しいのはどれですか。

【3-4短期記憶】面接調査の直前に何をしていたか思い出すことの確認が難しい場合に行う、「ペン」「時計」「視力確認表」を

使った短期記憶の確認について、適切なものはどれですか。

【介助の方法】（　）に当てはまる言葉を選んでください。介助されていない状態や実際に行われている介助が、対象者にとって

不適切であるとの判断を一次判定で修正・確定するのは、（　　）の役割である。

【有無（BPSD関連）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。BPSD関連の基本調査項目では、（　　）が発生している

かどうかで選択する。

【有無（BPSD関連）】BPSD関連項目の基本調査では、概ねどの程度の期間の状況を調査対象としますか。

【有無（BPSD関連）】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。BPSD関連の基本調査項目の選択肢の選択で

は、行動が発生しているかどうかで選択し、介護の手間が発生しているかどうかでは選択しない。

【有無（過去14日間にうけた特別な医療）】特別な医療について、正しいのはどれですか。

【1-4起き上がり】福祉用具（補装具や介護用品等）や器具類を使用している場合の評価について、誤っているものはどれで

すか。

経験年数別の全体正答率との差①

認定調査の経験年数

【要介護認定の基本設計】一次判定の確定（基本調査項目の選択の確定等）は、誰またはどの機関の役割ですか。

【要介護認定の基本設計】各基本調査項目の定義にうまく当てはまらないなど判断に迷う際の基本調査の選択としてもっとも

適切なのはどれですか。

【要介護認定の基本設計】認定調査票の特記事項は、どのような時に利用されますか。

【能力】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。能力で評価する基本調査項目は、日常生活上の支障があるかどう

かで選択する。
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合計 経験無し 1年未満 1年以上

2年未満

2年以上

4年未満

4年以上

6年未満

6年以上

8年未満

8年以上 無回答

4438

67.8 -9.2 -11.4 -7.3 -1.9 2.3 5.4 5.0 0.0

4149

63.4 -4.3 -6.1 -8.4 -4.2 -2.4 1.9 6.9 0.0

3999

61.1 -3.5 -10.0 -3.6 -0.9 1.9 3.3 3.0 0.0

5218

79.8 -8.7 -5.5 -2.9 -1.7 1.9 2.6 3.0 0.0

5231

80.0 -6.0 -3.7 -7.1 -3.2 0.1 3.3 4.3 0.0

4748

72.6 -6.1 -3.3 -1.7 -3.4 -2.3 2.4 4.2 0.0

4849

74.1 -3.5 -1.2 -1.1 -1.0 0.8 0.7 1.1 0.0

4872

74.5 1.1 -6.2 -4.0 -3.6 -1.7 1.6 4.3 0.0

3717

56.8 -6.3 -19.0 -7.1 -3.6 1.0 4.7 8.2 0.0

4169

63.7 -9.9 -4.5 0.4 1.6 1.3 2.1 1.2 0.0

5259

80.4 -2.6 -2.2 -3.5 -0.1 0.7 0.5 1.6 0.0

4365

66.7 -4.5 -11.2 -8.8 -5.6 -0.1 2.5 7.9 0.0

4048

61.9 -6.9 -10.5 -7.7 -4.5 -1.7 4.8 7.4 0.0

4396

67.2 -6.4 -4.6 -4.5 -3.8 -1.0 2.3 4.9 0.0

5562

85.0 -5.1 -4.1 -3.5 -0.6 0.6 2.3 2.3 0.0

【過去14日間にうけた特別な医療（レスピレーター（人工呼吸器）】「レスピレーター（人工呼吸器）の有無」の評価につい

て、正しいものはどれですか。

【過去14日間にうけた特別な医療（モニター測定）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。血圧、心拍、心電図、呼吸

数、酸素飽和度の（　　）について、24時間にわたってモニターを体につけた状態で継続的に測定されているかを評価する。

経験年数別の全体正答率との差②

認定調査の経験年数

【5-6簡単な調理】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。「炊飯」「弁当、レトルト食品、冷凍食品の加熱」「即

席めんの調理」のうち、対象者に実際に発生している行為が「炊飯」のみであり、その行為すべてに介助が行われている。（ただ

し、不適切な状況にはないものとします。）

【1-1麻痺等の有無】右下肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを選択しますか。

【2-12外出頻度】外出頻度の基本調査項目の選択で、評価するものはどれですか。

【4-6大声を出す】「大声を出す」の特記事項の記載について、最も重要なものはどれですか。

【4-9一人で出たがる】下肢筋力の低下が進んで歩行できない場合の選択について、正しいものはどれですか。

【4-12ひどい物忘れ】「ひどい物忘れ」の基本調査の選択基準について、誤っているのはどれですか。

【1-10洗身】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。自分で洗身を行っているが、介護者による見守りが行われてい

る。（ただし、不適切な状況にはないものとします。）

【2-1移乗】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。本人に移乗の身体能力があるにも関わらず、介助が行われてい

る場合は、「常に」不適切な状況と判断して適切な介助の方法を選択する。

【2-2移動】「移動」について、正しいのはどれですか。

【2-5排尿】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。トイレへの移動、トイレ内での行為には、見守りも介助も行われ

ていないものの、認知症のためトイレに行くタイミングを自分で把握できないことがあるため、定時の声かけを行っている。（ただし、

不適切な状況にはないものとします。）

【2-7口腔清潔】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。介護者が磨き残しの確認のみ行っている。（ただし、不適

切な状況にはないものとします。）

【5-2金銭の管理】手元に現金等を所持していない場合の考え方について、正しいものはどれですか。（ただし、不適切な状況

にはないものとします。）

【5-3日常の意思決定】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。日常生活状況のもとでも、意思決定がほとんどでき

ないが、見たいテレビ番組やその日の献立に関する意思決定をすることがある。
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第４章 認定調査員 初任者研修ツール      

■次頁以降は、認定調査員の初任者が認定調査を行う際に、より迷いを少なく調査を実施し、

審査会委員に伝わる特記事項を記入できるよう、調査のポイントについて初任者向けの研修

ツールとして作成したものである。 
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第５章 認定調査員 評価シート        

■次頁は、認定調査時の聞き取りと特記事項の記入内容を評価するために作成した評価シー

トである。認定調査時の聞き取りや特記事項で不足が多いものを評価項目としているが、これ

らが適正化のためのポイントの全てではないことに留意していただきたい。 
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